
              平成 15 年 8 月 21日 

「池袋演劇祭」開幕間近！ 

  －15 周年記念特別公演・江戸川乱歩原作「押絵と旅する男」－ 
 
 毎年 9 月の 1 ヵ月間、区内各劇場を舞台に多くの劇団が参加・競演する都内屈指の演劇イベント「池

袋演劇祭」。15 周年を迎える今年は、記念特別公演として、豊島区在住の舞台芸術家たちを中心に、江

戸川乱歩原作「押絵と旅する男」が上演される。夢か幻か…乱歩の代表的短編小説を鬼才・辻村寿三郎

が大胆に脚色、人形と人間が織りなす新たな演劇空間を創出する。 
 

【池袋演劇祭】 

大小の劇場が多くあり、昔から舞台芸術学院や小劇団等の演劇活動が盛んな池袋。そんな「演劇の街・

池袋」をアピールするため、1989 年にスタートした「池袋演劇祭」が、今年 15 周年の節目を迎える。

「舞台が回る、今ときめきの街」をキャッチフレーズに、9 月 1 日のオープニング公演「としま能の会」

を皮切りに、コメディからシリアス、ミュージカルにオペラと多彩な作品のラインナップ、15 会場で

43 公演が繰り広げられる。また、区民審査員を公募し、その審査に基づいて大賞（1 作品・賞金 30 万

円）ほか各賞を選定するなど、地域に密着したイベントとして展開されるのも同演劇祭のユニークな特

徴。 
主催：豊島区舞台芸術振興会、後援：豊島区／財団法人豊島区コミュニティ振興公社／豊島区観光協

会／財団法人東京都歴史文化財団東京芸術劇場 
 

【特別公演・江戸川乱歩原作「押絵と旅する男」】 

15 周年記念の目玉は、江戸川乱歩の代表的短編「押絵と旅する男」を原作に、演劇人・噺家・人形師・

舞踊家という全く活動分野を異にする出演者たちがコラボレーションする意欲作。阿部寿美子（女優）、

三遊亭圓窓（落語家）、林千枝（日本舞踊家）の区在住 3 氏に、人形出遣いの辻村寿三郎、川崎員奥の 2
氏を加え、ジャンルを越えた競演、さらに人形と人間とがひとつ舞台の上で絡み合い、かつてない新た

な演劇空間を創出する。 
 今回の公演を企画するにあたっては、演目の決定が先行した。池袋発の創作演劇をめざし、池袋を終

の棲家とした江戸川乱歩にスポットをあて、数ある作品の中から、乱歩自身が「私の短編の中でも最も

気に入っているもののひとつ」と語った代表作「押絵と旅する男」が選ばれた。蜃気楼・のぞきからく

り・遠メガネ（といった視覚幻惑装置を随所に仕掛け、押絵の中の娘（八百屋お七）に恋した男が逆さ

にした遠メガネを通して絵の中に入り込んでしまうという荒唐無稽な幻想譚。乱歩作品の中でもとりわ

けその幻想性が高く評価される同作品だけに、夢と幻が交錯する乱歩世界の舞台化にあたっては、「や

はりこの人を置いていない」と、人形師・辻村寿三郎氏が構成・演出を手がけることになった。 
辻村氏は、昨年の区制施行 70 周年記念特別企画「化鳥 2002」（泉鏡花原作）に次いで、同演劇祭 2

年連続の登板となる。昨年、鏡花独特の幻想世界に独自の解釈、演出方法を加え、ジュサブロー人形芝

居に見事に昇華した辻村氏は、今回の乱歩作品についても、「以前からやってみたかった作品、この世

界を表現できるのは自分だけ」と新作に意欲を見せる。人形づくりは勿論のこと、作品モチーフの押絵

の制作、そして、音響・美術・照明にも数々の仕掛けを凝らし、辻村流幻惑術で乱歩の小説世界に拮抗

する舞台空間を創造するという。 
どんな舞台になるのか想像するのが難しい…まずは一見、「さァ、ご覧じませ。」 
 

◆公演案内、出演者プロフィール：別紙 
 

詳細：コミュニティ振興公社







 


